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李　成 市
慶州と日本列島の交通

り　そんし／早稲田大学文学学術院教授

朝鮮古代史専攻。博士（文学）。
著書に『東アジアの王権と交易』［古代東アジアの民族と国家］、『東アジア文化
圏の形成』、『創られた古代』などがある。

　
慶キ

ョ
ン
ジ
ュ州は

、
朝
鮮
半
島
の
東
南
部
に
位
置
し
、
四
方
を

大
小
の
山
岳
で
囲
ま
れ
た
盆
地
に
は
、
西
川
、
北
川
、

南
川
の
三
つ
の
河
川
が
流
れ
る
。
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

四
方
の
平
坦
部
の
中
心
に
、
南
川
が
蛇
行
し
て
形
成
さ

れ
た
河
岸
段
丘
が
あ
っ
て
、
そ
の
マ
ウ
ン
ド
に
は
周
囲

に
土
石
混
築
の
城
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
半
月
城
が
あ
る
。

こ
こ
は
五
世
紀
末
か
ら
九
三
五
年
の
新
羅
滅
亡
ま
で
王

宮
地
域
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
新
羅
は
、
朝
鮮
半
島
の
東
南
隅
に
偏
し
た
こ
の
慶
州

の
地
を
基
盤
に
発
展
し
、
や
が
て
百
済
、
高
句
麗
を
倒

し
て
半
島
の
覇
者
に
な
る
。
元
来
、
慶
州
に
は
地
縁
的
、

血
縁
的
な
六
つ
の
集
団
が
こ
の
盆
地
に
盤ば

ん

踞き
ょ

し
、
か
れ

ら
が
結
集
し
て
支
配
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
ら

の
集
団
の
首
長
層
は
盆
地
の
中
核
地
域
に
も
巨
大
な
墳

墓
を
形
成
し
て
い
た
が
、
や
が
て
特
定
の
部
族
の
王
族

血
縁
集
団
が
王
統
を
継
承
し
、
王
権
が
強
化
さ
れ
る
と
、

半
月
城
の
北
側
に
官
衙
地
域
が
形
成
さ
れ
、
慶
州
盆
地

は
半
月
城
を
中
心
に
、
東
西
、
南
北
に
碁
盤
の
目
の
如

く
道
路
が
敷
か
れ
、
各
部
族
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
六
部

は
か
つ
て
の
部
族
的
性
格
を
薄
め
行
政
区
画
化
し
て

い
っ
た
。
お
お
よ
そ
七
世
紀
後
半
を
画
期
と
す
る
。

　
な
ぜ
、
半
島
東
南
偶
の
慶
州
を
拠
点
と
す
る
新
羅
が

三
国
の
覇
者
に
な
る
ま
で
に
成
長
発
展
し
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
慶
州
は
周
辺
を
山
岳
に
囲
ま
れ
、
防
御
す

る
に
は
適
し
た
肥
沃
な
盆
地
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
そ
の
後
の
新
羅
発
展
の
要
因
と
は
な
り
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
崔
永
俊
氏
の
『
嶺
南
大
路
』（
高
麗
大
学

校
民
族
文
化
研
究
所
）
に
よ
る
と
、
博
多
と
瀋
陽
と
を

結
ん
だ
線
上
に
、
朝
鮮
半
島
歴
代
の
主
要
都
市
が
展
開

し
た
と
い
う
。
実
際
に
、
北
か
ら
平
壌
、
開
城
、
ソ
ウ

ル
、
金
海
な
ど
の
都
市
が
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
。
こ
の

線
上
の
南
方
に
は
南
漢
江
と
洛
東
江
を
結
ぶ
約
五
○
○

キ
ロ
の
内
陸
河
川
が
小
白
山
脈
を
隔
て
て
は
い
る
も
の

の
、
二
つ
の
大
河
が
ソ
ウ
ル
と
金
海
を
連
結
し
て
、
内

陸
交
通
の
大
動
脈
を
な
し
て
い
た
。
朝
鮮
半
島
は
、
中

国
大
陸
と
日
本
列
島
を
結
ぶ
交
通
路
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
が
ゆ
え
に
、
博
多
と
瀋
陽
を
結
ぶ
線
上
に
歴
代

主
要
都
市
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
慶
州
は
、
こ
の
線
上
か
ら
は
や
や

隔
て
た
位
置
に
あ
り
、
崔
永
俊
氏
の
仮
説
は
当
て
は
ま

ら
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
な
ぜ
、
古
代
の
慶
州
は

「
新
羅
千
年
の
都
」
と
な
り
、
膨
大
な
人
口
（『
三
国
遺

事
』
は
九
世
紀
に
一
七
万
戸
と
伝
え
る
）
を
抱
え
る
都

市
に
な
り
え
た
の
か
。

　
最
近
、
蔚ウ

ル
サ
ン
バ
ン
グ
ド
ン

山
伴
鴎
洞
か
ら
、
古
代
よ
り
近
世
に
至
る

港
湾
施
設
が
発
見
さ
れ
、
こ
こ
が
古
く
か
ら
外
港
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
港
湾
施
設
の

遺
跡
か
ら
は
、
六
○
○
年
前
後
に
編
年
さ
れ
る
慶
州
の

王
宮
ク
ラ
ス
と
同
型
の
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
新
羅
が

早
期
に
国
家
的
な
港
湾
施
設
を
造
営
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
慶
州
は
至
近
距
離
に
あ
る
蔚
山
か
ら
列

島
と
密
接
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
要
す
る
に
、
慶
州
の
発
展
は
、
古
く
か
ら
日
本
列
島

と
の
通
交
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
慶
州
の
古

墳
な
ど
の
遺
跡
か
ら
は
日
本
列
島
で
産
出
す
る
遺
物
が

多
数
出
土
す
る
。
新
羅
の
繁
栄
が
日
本
列
島
と
の
交
通

や
交
易
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
崔
永
俊
氏
の
仮
説
を

補
強
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
古
来
、
朝
鮮
半
島
に
栄
え

た
諸
都
市
は
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
と
の
交
通
と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。


